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1． 式（3.12）の誘導 

 

式（3.10）に式（3.11）を代入すると、 
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となる。 

式（1.2）を 2階微分すると、 
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となり、式（1.1）に式（1.2）（1.3）を代入すると、 
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となり、式（1.4）をまとめると、 
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となり、式（1.6）を式（1.2）に代入すると、 
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となり、式（3.12）が誘導できた。 



2. 式（3.13）の誘導 

 

式（3.10）に 0=ow 、 eee == 21 という条件を代入すると、 
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となり、この微分方程式の一般解を求める。 
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オイラーの公式より、 
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となる。 1C と 2C は積分定数であり、虚数を含む。 
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となり式（3.13）が誘導できた。 

 


